
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和５年３月 31日  

学校名：県立岩戸養護学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 13日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 20日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参加

をめざし、キャ

リア教育の視点

から教育課程の

統一と見直しを

図り、生徒が主

体的に取り組む

授業作りを行

う。 

生徒一人ひとりの

障害の状況や発達

の段階を的確に捉

え、新学習指導要

領に基づいた新日

課表での教育と評

価を行いカリキュ

ラムマネジメント

を推進していく。 

○1E

A授業アドバイザー

や外部講師からの助

言、校内外の専門職

によるアセスメント

等により、生徒の実

態に合った、主体性

を引き出す授業作り

をする。また授業評

価や効果的な振り返

りの方法を検討す

る。 

 

A○2E

AＨＲや授業での取

組、チャレンジタイ

ムをもとにキャリア

パスポートを作成

し、生徒の自主性を

育む。 

A○1E

A生徒の実態に合った

授業を実施することに

より、生徒の主体的な

行動が増えたか。授業

評価を次の授業作りに

いかすことができた

か。 

 

 

 

 

 

A○2E

A授業や新日課のチャ

レンジタイム等を通

し、生徒が取り組む内

容を自分で決めたり、

学習の記録や振り返り

をキャリアパスポート

に記したりすることが

できたか。 

 

A○1E

A授業アドバイザーと連携

し、段階的な支援方法の検

討、生徒の課題克服に努め

た。目標設定や振り返りが

できるシートの見直しを行

い、映像を見ながらアドバ

イザーの助言を受け、授業

改善につなげた。また外部

教育機関と連携し、職業の

振り返りシート、ICTの活

用についての助言を受け、

生徒支援に結びつけた。 

A○2E

Aチャレンジタイムでは、

学習内容を生徒が選択でき

てきた。学習記録も自主的

に記入している。授業の振

り返りシートには学習内容

や目標達成具合を記入でき

ている。キャリアパスポー

トは、各部門で共通理解を

もてた。写真や作品で活動

の振り返りを行い、家庭と

学習の様子を共有できた。 

A○1E

A授業改善に向け、アドバ

イザーから多くの視点で助

言をもらいたい。職業での

振り返りシートは、統一し

た書式があるとよい。授業

の教材を共有できるような

システムを整理していく必

要がある。授業評価は部門

としての書式やシステムの

統一が必要である。外部教

育機関との連携は今後も継

続していきたい。 

A○2E

Aチャレンジタイムでは、

生徒が意欲的に取り組み、

達成感を得られるような内

容を考えていくことが課題

である。キャリアパスポー

トは、部門内で統一した形

になっていない。今年度の

取り組みから、生徒にわか

りやすく、無理のないもの

にしていく必要がある。 

≪保護者アンケート結果≫ 

１楽しく学校に通っている

か。 

思う・ほぼそう思う 88.3％ 

２学習内容は適切でわかり

やすいか？ 

思う・ほぼそう思う 85.9％ 

一貫性のある教育をおこな

っているか？ 

思う・ほぼそう思う 86.9％ 

≪学校運営協議会≫ 

授業アドバイザーは、経験を

積んだ教員が助言をすること

で、教員を支えている。今後

ＡＩによる学習の個別最適化

が進むことが予想される。生

徒集団の共同的な学習を踏ま

えながら、個別最適な学習を

行っていくこととなる。その

ためにはＩＣＴの活用がカギ

となる。 

・授業アドバイザーの助

言に基づく授業計画、授

業実施後の振り返り、ま

た外部教育機関との連携

により、生徒が主体的に

学習に取り組むことがで

きた。 

・授業評価については、

生徒自身が行う目標設定

や振り返りのできるシー

トを活用し、次の授業づ

くりにつなげた。 

・チャレンジタイムで

は、学習内容を生徒が選

択できるよう環境を整え

ることで、主体的に学習

に取り組む様子が見られ

た。今後も生徒が選択で

きる幅を広げるととも

に、学習の積み重ねを記

録できるよう、キャリア

パスポートの作成につな

げていきたい。 

・次年度も校内外の人材

活用、他機関との連携を

通し、またＩＣＴ機器の

更なる活用を模索してい

くことで、より良い授業

づくりにつなげていく。

そして、集団学習と個別

学習をバランスよく行っ

ていく。 

・学習内容、身についた

事柄を記録し、蓄積する

ことで、一人ひとりのキ

ャリアパスポートにつな

げられるようにする。 

２ 
生徒指

導・支援 

生徒一人ひとり

の人権に配慮

し、個別の教育

的ニーズに応じ

た指導・支援を

計画的、組織的

に行う。 

校内外の多職種と

の連携により、多

様化する生徒の実

態に合わせた支援

方針や授業内容を

検討していく。 

A○1E

A担任と支援連携グ

ループ間等での日常

的な情報共有、また

定期的、臨時的に校

内外の専門職、外部

機関とケース会議を

開き、有効的な生徒

支援を行っていく。 

A○1E

A相談担当、校内専門

職等が必要に応じ学年

会に参加することで、

効果的な生徒支援へつ

なげることができた

か。また、外部機関、

ブロック内専門職等と

ケース会議を行い、能

動的に生徒支援を行え

たか。 

A○1E

A相談担当、専門職、担任

との話し合いでニーズを共

有し、保護者との面談やケ

ース会議を行った。生徒支

援マニュアルの内容検討に

より、効果的な生徒支援を

行える体制づくりに取り組

んだ。Ａ部門は校内専門職

との連携、外部専門職の巡

回相談等で自立活動や摂食

等について助言を受け、生

徒の支援につなげた。 

A○1E

A相談担当、校内専門職が

学年会に参加することはで

きなかったが、日常的に学

年、クラスとの連携、また

生徒支援会議での情報共

有、協働により効果的な生

徒支援ができた。今後も継

続していく。Ａ部門では、

今後も外部専門職の相談を

時期と対象学年を考えて実

施し、また教員向けの研修

も実施していきたい。 

≪保護者アンケート結果≫ 
個別教育計画に基づいた教
育活動か？ 
思う・ほぼそう思う 90.6％ 
個別に相談しやすいか？ 
思う・ほぼそう思う 83.5％ 
適切な生徒指導を行ってい
るか？ 
思う・ほぼそう思う 87.0％ 
≪学校運営協議会≫ 
歯科医師、他校の専門職等
積極的に導入している。今
後も他機関との連携で教育
を支えてほしい。 

・相談担当、校内専門

職、担任が連携をするこ

とで、効果的な生徒支援

につなげることができ

た。また生徒支援会議で

の情報共有、協働、マニ

ュアルの内容検討により

効果的な生徒支援につな

げた。Ａ部門は他機関や

校内外の専門職の助言を

生徒支援に生かすことが

できた。今後も組織的な

支援を行っていく。 

・担任と支援連携グルー

プ間で、定時、臨時的な

ケース会議を今後も行っ

ていくことで、生徒の情

報共有を行っていく。 

・外部機関や医療機関、

他校の専門職とも連携を

取り、必要に応じて職員

研修を行うことで、職員

の専門性向上と、適切な

生徒支援につなげてい

く。 

３ 
進路指

導・支援 

生徒一人ひとり

の自己実現をめ

ざし、自ら選

択、決定できる

進路指導・支援

を行う。 

自立と社会参加に

向け、将来の生活

を生徒自身がイメ

ージできるよう、

１年次から系統的

なキャリア教育を

推進する。 

A○1E

A１年次のケース会

議の時期を早め、多

職種の視点を入れた

アセスメントを行

い、生徒が自身の将

来をイメージできる

ような授業や支援を

実施する。 

A○2E

A生徒が進路先をイ

メージできるよう、

A○1E

A進路選択に向けた適

切なアセスメント、個

別教育計画のもと、生

徒自身が卒業後に行い

たいことをイメージで

きるようになったか。 

 

A○2E

A30 か所以上の事業所

の情報を収集し、面談

等で実際に活用するこ

A○1 E

A生徒の実態や相談内容に

合わせたケース会議が開か

れ、進路担当者も参加する

ことで生徒情報の共有をし

た。相談に応じ、外部機関

が作成している資料をアセ

スメントに活用した。 

A○2 E

A生徒の実態にあった進路

先を選択するため、１年次

からの進路先見学を勧め、

A○1 E

Aより多くの生徒が活用で

きるような進路選択ツール

を検討していく。また外部

機関が作成しているアセス

メント資料等についても教

員間で共有し、生徒支援に

役立てていく。 

A○2 E

A保護者へ進路先の見学を

勧める際には、教員が生徒

の実態に合った進路先の情

≪保護者アンケート結果≫ 
一人一人に応じた進路指導
が進められているか？ 
思う・ほぼそう思う 84.7％ 
自立と社会参加のための力
は伸びているか？ 
思う・ほぼそう思う 81.9％ 
≪学校運営協議会≫ 
生徒が将来の生活をイメー
ジできることは大切であ
る。生徒が戻っていく社会

・早めのケース会議や保

護者による進路先見学、

個別教育計画を通し、生

徒が主体的に進路選択で

きるような取り組みを行

うことで、生徒が将来を

イメージすることにつな

がった。進路学習では地

図アプリの活用や、タブ

レットを使った学習で、

・生徒が進路先をイメー

ジし主体的な進路選択が

できるよう、担任、進路

担当者が日ごろから連絡

を密にする。進路学習で

は、進路選択ツールの更

なる活用を行っていく。 

・進路先選択に向けた適

切なアセスメントを行

う。そのためにも、早め



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 13日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 20日実施） 成果と課題 改善方策等 

関連する事業所の映

像収集、タブレット

による閲覧、スマー

トフォン等で事業所

情報が確認できるよ

うにする。また実際

の進路先をイメージ

できるような授業を

行う。 

とができたか。事業所

情報は最新のものを活

用し、実際の進路先を

イメージできるような

授業を行えたか。 

 

 

 

１年全員の保護者が見学を

行うことができた。実習激

励会、報告会を通し、進路

先のイメージを高めること

ができた。進路学習を通

し、地図アプリを利用した

事業所情報閲覧の運用を開

始した。１年生の授業で

は、企業と福祉サービスそ

れぞれの特徴や求められて

いる力等について映像を交

えて紹介した。他の仕事の

動画をリクエストする等生

徒からの反響があった。 

報、知識が必要であり、担

任と進路担当が打ち合わせ

を行い、１学年末の面談前

に情報を整理しておく。 

地図アプリに不具合が生じ

たケースがあり、安定的な

閲覧に向け、定期的に更新

していく。次年度も映像の

収集に努め、より多くの企

業、事業所を紹介できるよ

うにする。 

について理解しておくこと
は大切である。地域によっ
ては高齢化が進み社会の発
展のためにも、このような
場に帰っていくことを踏ま
え、力を身につける必要が
ある。カリキュラムも身に
つけたことで、何ができる
ようになるかを踏まえる必
要がある。 

進路先の情報を得られる

よう環境を整えること

で、進路先のイメージを

もつことができるように

なった。今後も、より多

くの生徒が活用できるよ

うな進路選択ツールの活

用をしていく。 

・生徒の主体的な進路選

択に向け、外部機関作成

のアセスメント資料を教

員間で共有し、進路先に

関する教員の専門的な知

識を高めていきたい。 

の進路先見学を勧め、多

くの事業所情報を面談等

で活用していく。 

４ 
地域等と

の協働 

インクルーシブ

教育推進を図る

ために、校内教

職員・保護者・

地域の理解促

進、地域の諸学

校、諸機関への

発信、貢献活動

を行う。 

校内外の資源を活

用し、教育活動を

展開することで、

「地域に開かれた

学校」を実現し、

本校の教育への取

り組みを地域へ発

信していく。 

A○1E

A地域のセンターと

して、地域の教育力

向上へつなげる。ま

たその取組を通信や

地域の諸会議で伝え

ことで、特別支援学

校の役割を地域に発

信していく。 

 

A○2E

A教育活動や、学校

での最新情報、セン

ター的機能に係る情

報をＨＰや学校だよ

り等で定期的に発信

していく 

 

A○1E

A支援だよりに本校で

の取組を載せたり、地

域の諸会議で伝えたり

することで、特別支援

学校の果たす役割につ

いて、地域にわかりや

すく伝えることができ

たか。 

A○2E

A地域、または他校と

の交流、本校での教育

活動等の様子、センタ

ー的機能に係る情報に

ついて、ＨＰや通信等

で定期的に発信できた

か。 

A○1E

A相談支援班からの便りを

定期的に発行した。地域の

会議や学校からの便りに、

校内行事、巡回相談の実施

状況等を載せた。地域の会

議での相談が巡回相談につ

ながり、相談数が 13校に

増えた。 

A○2E

A本校の取り組み等を学校

だよりで定期的に発信し、

ＨＰにも掲載した。夏季公

開講座では、卒業後の進路

決定に向けたテーマで小中

学校教職員、保護者等を対

象とした講座を実施した。

外部より 75 名の参加があ

った。地域との交流を目的

としたボッチャ教室では、

地域より 15 名の参加があ

り、部門間交流を含め、交

流することができた。 

A○1E

A相談支援班からの便りは

今後も継続していき、保護

者の知りたいことを便りに

反映させていく。巡回相談

を実施する学校が固定され

ているので、より広く取り

組みを周知していく。 

 

A○2E

A次年度も学校の様子を

様々な形で地域へ発信して

いく。個人情報の取り扱い

については確認をし、より

早くタイムリーな掲載を心

がけていく。 

公開講座は、対象者を分け

て講座を企画することで具

体的でより内容が充実した

ものができると考える。 

パラスポーツ等の教育活動

を通じ、地域との交流を今

後も継続していきたい。 

≪保護者アンケート結果≫ 
巡回指導等、地域貢献ができ
ているか？ 
思う・ほぼそう思う 74.1％ 
情報提供ができているか？ 
思う・ほぼそう思う 90.6％ 
≪学校運営協議会≫ 

巡回相談、センター的機能に

ついては、わからないという

アンケート結果がある。情報

が周知されていないようなの

で、対応が必要である。ＰＴ

Ａの活動、学校運営協議会を

通し、学校の取組を保護者間

で共有できなかったことが残

念である。学校でのパラスポ

ーツ教室をきっかけとして、

地域でもボッチャを行うよう

になった。高齢者には丁度よ

いスポーツであり、学校で紹

介してもらいありがたかっ

た。 

・地域の会議に出席し、

巡回相談の実施状況を伝

えることで、他校からの

相談件数が増えたのは評

価できる。また毎月発行

する相談支援班からの便

りやホームページによ

り、保護者へ本校の取り

組みや様々な情報提供を

行った。 

・保護者アンケートで

は、巡回相談での取り組

み、センター的機能につ

いては周知されていない

ところがあり、今後の課

題となる。 

・地域に開かれた学校づ

くりに向け、公開研修

会、パラスポーツは継続

していきたい。 

・相談支援班からの便り

は、今後も定期的に発行

し、様々な情報を提供し

ていく。センター的機

能、巡回相談等本校の取

り組みも紹介し、校内の

相談にもいかせるように

していく。また、情報発

信については、学校から

の一方的な発信にならな

いよう、保護者のニー

ズ、知りたいことを把握

し、伝えていくことも必

要である。 

・地域の会議へ出席した

際は、巡回相談について

の情報を伝え、幅広く支

援を行っていけるように

する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

学校運営の組織

的な体制と安

全・安心な学校

作りのための体

制の構築を図

る。 

・組織的で効率的

な業務遂行の定着

を図る。 

・防犯、防災マニ

ュアルの整備と活

用を通し、実効的

な訓練の充実を図

る。 

A○1E

Aチャットや、オン

ライン会議等の活用

により、業務の効率

化を図る。 

 

 

 

 

A○2E

A不審者侵入時や災

害発生時の実際の動

きを想定したマニュ

アルの見直しと周知

方法の工夫をする。

また訓練設定を工夫

し、実効性のある訓

練を全校で行う。 

 

A○1E

A会議で検討する内容

を事前にチャットで共

有したり、オンライン

会議を取り入れたりす

る班、グループが増え

たか。 

 

 

 

A○2E

A不審者対応や防災マ

ニュアルが反映された

効果的な訓練ができた

か。また訓練におい

て、職員、生徒が自ら

考え動くことができた

か。 

A○1E

Aオンラインでの会議や授

業を行った。３年生対象に

オンラインでの面接にも取

り組んだ。各班やグループ

でチャットを積極的に活用

することが定着てきた。日

中の時間を有効利用し、事

務作業をする教員が見られ

るようになってきた。 

A○2E

A学期ごとの避難訓練、

毎月のシェイクアウト訓

練、全校引き取り訓練、不

審者対応訓練を実施した。

災害想定に変化をつけた避

難訓練や毎月のシェイクア

ウト訓練、学期ごとの不審

者退避訓練を行い、職員、

生徒が自発的に安全行動を

取れるようになってきた。 

A○1E

A年度初めに、各グルー

プ、班でチャットグループ

を作成し、簡単な報告事項

や事前に会議情報共有して

いく。日中の時間の有効活

用、業務分担と整理を今後

も行い、働き方改革を進め

ていく。 

 

A○2E

A緊急時の判断に迷いが出

ることがあり、一覧性の高

いマニュアル作りが必要で

ある。また荒天時や低温時

に大災害が発生した場合の

対応について、さらに検討

が必要である。 

≪保護者アンケート結果≫ 
安全な学校生活を送ってい
るか？ 
思う・ほぼそう思う 91.6％ 
感染症対策を含め、健康管
理は適切か？ 
思う・ほぼそう思う 89.3％ 
登下校は安全か？ 
思う・ほぼそう思う 90.5％ 
教職員からの連絡や説明、
対応は適切か？ 
思う・ほぼそう思う 86.9％ 
≪学校運営協議会≫ 
安全に対する取組につい
て、保護者からの評価はと
ても高い。不審者や強盗、
自然災害、ミサイルのアラ
ート等もこれから対応が必
要となるかもしれない。危
機管理は大切である。 

 

・オンライン会議やチャ

ットでの連絡が定着し、

効率的な業務遂行ができ

つつある。 

・安全に対する取り組み

については、保護者アン

ケートにもあるように、

評価が高い。学期ごとの

避難訓練、毎月のシェイ

クアウト訓練や引き取り

訓練、不審者対応訓練

は、その都度発生状況を

変えたり、抜き打ちで行

ったりすることで、実効

性のある、生徒自ら考え

動く訓練が行えた。今後

も実効的な訓練を行い、

緊急時に備える意識を高

めていく。 

・年度初めに、班やグル

ープ等でチャットグルー

プを作り、連絡・報告シ

ステムを作っていくよう

にしていきたい。 

・今後も実効性のある訓

練を実施し、生徒自らが

考えて動けるようにして

いく。また緊急時対応に

ついては、様々なことを

想定し、新たなマニュア

ルの作成を検討するとと

もに、既存のマニュアル

についても改訂も進め、

より活用しやすい工夫が

求められる。 

 


